
平成29年 5月1日(第378号)

@ 社会福祉法人須坂市社会福祉協議会 けも、

P2・P3・平成29年度事業計画・予算

P4 ・各種募金のお願い

P5 ・婚活セミナー

.サロン回成募集

・復興支援回成金

P6 ・共働き世帯支援事業

-食の自立

・ボラ連紹

、
し版画題字

角田正雄書

満開の桜の中、気持ちょい風|こ舞い散る桜の

花びらがとても縞麗でしだ。

|いきいき外出|普段外出ができない一人暮らし

の方などを対象|こ外出支援ボランテイア協力の

もとお出かけする事業です。

春木町)

グ 社協は社会福祉法第109条に規定された地域福祉を推進する加す
社協が実施する様々な福祉事業は、皆さまからの社協会費と共同募金が主な財源です。

再生紙を利用しています。
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地域福祉事業
①収 入 (法人運営事業に係る収入です)(単位千円)

勘定科目 金額 説 明

会費収入 11，000 市ま民寸の「社皆様会福か祉ら協ご!議会力のをい会費た」若いですており

寄付金収入 500 市民の皆様からの寄付金です

醐讃祖国主臥 79，967 市からの補則金・共同募金からの配分金淑入です

受託金収入 73，048 県理事・業市のか活ら受動費け収て入いでる各す種事業、 指定管

事業収入 4，930 事業の参加費・利用者負担金収入です

醐直配当金臥 2，904 福祉基金・敵愛基金の利息です

その他の収入 21，866 各事業からの繰入金収入、雑収入、繰越金等です

計 194，215 

在宅介護事業
②収 入 (介護運営事業巴係る収入です)(単位千円)

勘定科目 金額 説 明

寄付金収入 50 市民の皆様から頂戴する寄付金です

補助金収入 500 園、県等からの補助金収入です

受託金収入 23，737 市からの受託金収入です

介護保険収入 339，454 介護保険事業の収入です

跡事ItHl織品 18，407 障がい福祉サ ピス等事業の収入です

その他の収入 14，432 各事業からの繰入金収ス、刺息、繰越金等です

計 396，580 

施設介護事業
③ 収 入 (特養「ぬくもり園J耀営巴係る収入です)(単位干円)

勘定税目 金額 説 明

介護保険収入 164，439 特養の介護保険事業の収入です

その他の収入 7，098 繰越金等です

計 171，537 

障がい福祉事業
④収 入(，ぶどうの家」事業巴係る収入です)(単位干円)

勘定科目 金額 説 明

受託金収入 4，000 市からの受託金収入です

脱却簿瓢λ 3，312 各事業所からの委託収入、自主生産収入です

胤附七1帯fi¥ 14，428 障がい福祉サービス等事業の収入です

その他釧R入 3，070 預金利息・繰越金等です

計 24，810 

3 

⑤支 出 (法人運営事業に係る支出です)(単位干円)

勘定科目 金額 説 明

人件費支出 98，261 
本会を運営していく定めの人件費、法定
福利費等です

事業費支出 50，600 fンk楽テ荘ィア、く講つ座ろなぎど荘地、域ま福い祉さ推ほ進須事塩業の等運の営支、出各でポすラ

事務費支出 13，162 各施設を管理をする事業経費等の支出です

曲成金支出 6，532 各種団体への曲成金の支出です

負担金支出 1，071 各種団体等への負担金支出です

そ叫楓~~~拙 24，589 各事業への繰入金支社主退職共済等祉の支出です

計 194，215 

⑥支 出 (介護運営事業巴係る支出です)(単位干円)

勘定割目 金額 説 明

人件費支出 311，540 ホ ムへん一職パ員、の人ケ件?費マ、ネジャ 、デイサ ピ
スセンヲ 法定福利費等です

事業費支出 54，377 ホーピースムセヘッルタパー一施、ケ設アをマ運ネ営ジすャる経ー、費デでイすサ

事務費支出 14，150 介護運営事業をしていく定めの事務経費です

負担金支出 270 団体等への負担金支出です

そ哨理事Eよ3拙 16，243 各事業への繰入金支出、退職共済等の支出です

計 396，580 

⑦ 支 出 C特養「ぬくもり圃」運営E係る支出です)(単位千円)

勘定科目 金額 説 明

人件費支出 110，671 地り域圃」密着職型員特の別人件養護費老、法人定ホ福ー利ム費「等ぬでくすも

事業費支出 39，234 特養fぬくもり園」施設を運営する経費で昔

事務費支出 1，235 特養「ぬくもり園」の事務経費です

負担金支出 106 下水道受益者負担金支出です

to伽溜EよE刻 20，291 借入金返済支出、退職共済等の支出です

計 171，537 

⑧ 支 出 (，ぶどうの家」事業巴係る支出です)(単位干円)

勘定科目 金額 説 明

人件費支出 18，080 
指定障害福祉サービス事業所「ぶどうの
家」職員の人件費、法定福利費等です

事業費支出 2，545 「ぷどつの家」施設を運営する経費です

事務費支出 218 li3iどうの家リの事務経費です

脳宣軍事重刻 3，312 就労支援E係る経費、利用者への工賃等です

も抽湖Eぬ拙 655 備品購入費、退職共済等の支出です

計 24，810 



n協g費
平成28年度実績金額

1 0，マ 81，810円
4目的》

社協会費は、地域福祉の推進!こあ怒り社協の活動財源となっております。

I合、住んでいるこのまちでいつまでも安必して暮らし芝いjこうした願いをか怠えるためlこ、

近隣の住民、ボランテイア、専門家など|こよる見守りや、回け合い起こしを推進していく定め

|こ、ご協力をお願いいをします。社協会費の募集・納入1;:ついて各町区長さん、民生委員さん|こご

協力をい左だいています。

4会費の種額》

普通会費(一般世帯)… 500円/年

篤志会員(一口) …2，000円/年

特別会員( 口) …5，000円/年

4目的E

会費は社協の様々な事業!こ活用されています。
助け合い推進大会・ふれあい広場・総合相談事業・
金銭管理財産保全サービス・広報紙発行・
各ボランティア事業・障がいのある方の料理教室など

平成28年度実績金額

6， 367， 1 52円

日本赤十字社は、国際救援活動、災害救護活動、社会福祉事業など幅広し1事業活動を展開してい

ますが、その活動は、この活動資金!こよって賄われています。

一人でも多くの方|こ赤十字の活動を理解していただくことを目的l之、創立記念日の5月(1日)を

“赤十字運動月間"とし本運動も展開しています。本年もご理解とご協力をお願いい乏します。

4活動資金の種類語

一般世帯 … 250円/年

個人協力者(一口)… 500円以上/年

法人協力社(一口)…2，000円以よ/年

※日赤社資IcJ:B盆孟盈資盆、個人社員はi固ム壇且童、
法人社員は法ム趨iJl土と呼称が変更となりましだ。

主 眼細るくする運劃
平成28年度実績金額

ワ48，463円
次代を担う少年を非行から守り、非行lこ

陥つ左少年の立ち直りを聞ける定めの活動
や広報活動として活用をしました。

4目的及び使途E
非行や犯罪の防止と、罪を犯し芝人たちの更生|こ

ついて理解を深め、犯罪のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。広報活動のひとつ

としてポスター掲出、全国の小中学生を対象としを作文コンクールの実施などの資金とさせて頂

いております。

《寄付の種顕》 寄付金(一般世帯)…50円/年

各種目的巴添っ定事業を行う定めの募金・会費となっておりますので、皆様のご理解とご協力を
賜りますようお願い申し上げます。

U 



須坂市と須坂市社会福祉協議会が婚活のためのセミナーを開催 6月 --7月までの全3回

行います。第3固終了後は交流パーティーも開催しますo 継続参加がオススメですP

ロ目『いい出会いを引き寄せる人の帽の特徴td 当

直面 6月18目(目) :雲EZZZ12333:33 、“'
屋亘 権堂イーストプラザ市民交流センター〈長野市〉 ※男性と女性でセミナー時聞が異なりますo

pmr結婚のチャンスをつかむ5つの特徴J .， ... fA当
直面 7月9目(目) :雲EZ二づ1233二1223 、当，
雇量 権堂イーストフラザ市民交流センター〈長野市〉 ※男性と女性でセミナー時聞が異なりますo

E来日『人生のパートナーとして一番大切なこと』
直面 7月23日(目) (6e交活r¥二計二/1亙:∞ぷ恰カo

: I交流パーティー料金1・男 性:2.000円
4・・セミナー/官 :00......百 :OO(入場無料): .女 性:1.000円 ....-=::::l.oJ"":c::::::::::::. 

※男女合同のセミナーとなります_11'，~....~， 直E 男女各30入 、回..，.:
匡豆劃 ホテル.JALCITY長野【長野市〉 。 ※申込多数の胎州選(第1-3回の継続制日希望者~

円由民2回目のセミナーは、女性限定でバテイスト~.l-~の大人気、焼き菓子付I
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、
報
告
書
を
ご
提
出
い
だ
だ
き
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
料
な
ど
、
す
。

活
動
費
の
朗
成
を
行
い
ま
す
の
岡
岡
剛
]

で
ご
活
用
<
、
だ
さ
い
。
も
ち
つ
き
・
そ
ば
打
ち

-c

av回
成

対

象

ら

せ

ん

ぺ

い

作

り

・

農

業

支

①
須
坂
市
内
巴
居
住
さ
れ
る
援
・
漁
業
支
援
・
、
ジ
ュ
ニ
ア

方
や
、
須
坂
市
内
を
拠
点
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
な
ど
い

す
る
企
業
・
団
体
に
属
す
る
、
ろ
い
ろ
な
活
動
巴
ご
活
用
い
芝

原
則
5
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
、
だ
き
ま
し
だ
。

②
事
前
巴
現
地
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
詳
細
巴
つ
い
て
は
、
社
協
ま

ア
セ
ン
タ
ー
巴
登
録
を
し
て
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

い
る
、
な
ど
。
電
話
0
2
6
(
2
1
4
)
2
9
9
4

・
回
成
内
容

①
食
費
の
補
助

日
額

1
、
2
0
0
円

②
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
代

(
天
災
タ
イ
プ

m円
)

③
往
復
の
ガ
ソ
リ
ン
代

(
日
円
/
同
)

④
そ
の
他
必
要
巴
応
じ
て
手

袋
・
マ
ス
ク
等
現
物
支
給
し

ま
す
。

ふれあいサロンでマジ、ツクショー

• 

H28.10南三陸町で藍の畑のお手伝い
の後、藍染の体験をしましだ。

ε5 



-
・
・
寺町，
w
A
・守

4
・手島
T
b
ν
ジ

・・
・

ふん
μ

バ

ν作
リ
体
験
刷
施
設
見
掛
'
m

陶
芸
巳
手
。

b
h
d
ジ

C

こ
の
事
業
は
、
長
期
の
休
み

を
利
用
し
て
、
子
ど
も
達
の
育

成
と
、
共
働
き
し
て
い
る
お
父

さ
ん
お
母
さ
ん
万
の
少
し
で
も

あ
役
に
立
て
れ
ば
と
毎
年
企
画

を
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
春
休
み
で
は
、
午
前

中
、
須
坂
技
術
学
園
で
三
種
類

の
パ
ン
作
り
体
験
を
し
ま
し
だ
。

発
酵
済
み
の
生
地
の
中
区
、

沢
山
の
チ
ョ
コ
を
散
り
ば
め
だ

チ
ヨ
コ
バ
タ
ー
ロ
ー
ル
パ
ン
。

ベ
ー
コ
ン
、
ツ
ナ
を
巻
き
込
ん

芝
各
自
違
う
形
の
ベ
ー
コ
ン
ツ

ナ
パ
ン
。
自
宅
へ
の
お
土
産
区

丸
い
形
や
、
切
込
み
入
り
花
び

ら
形
な
ど
の
ア
レ
ン
ジ
ア
ン
パ

ン
も
作
り
ま
し
だ
。

パ
ン
が
焼
き
上
が
る
迄
の
問
、

施
設
利
用
者
さ
ん
の
指
導
で
、

ノ
パ
ホ
ー
ム
(
果
物
等
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
材
)
作
業
体
験
を
し
ま

し
だ
。

午
後
は
、
さ
く
ら
の
杜
育
豊

で
、
陶
一
房
ひ
が
し
や
ま
東
山

託
也
氏
を
講
師
巴
迎
え
て
、
陶

芸
区
チ
ャ
レ
ン
、
ジ
(
松
代
焼
)
し

ま
し
左
。
板
状
の
粘
土
を
各
自

個
性
豊
か
な
陶
器
の
成
形
を
行

い
ま
し
だ
。
本
焼
き
は
東
山
先

生
区
お
任
せ
し
ま
し
左
、
か
、
出

来
上
、
か
り
、
か
楽
し
み
で
す
。

色
々
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
だ

日
で
し
だ
。

令
年
度
壱
お
届
け
レ
ま
す

食
の
自
立
支
援
事
業
と
は
、

文
字
通
り
食
べ
る
こ
と
を
支
え

る
こ
と
Z
よ
っ
て
、
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
方
、
か
自
立
し
芝
生

活
を
送
る
お
手
伝
い
を
す
る
、

須
坂
市
か
ら
の
受
託
事
業
で
す
。

毎
日
、
昼
と
夜
の
お
弁
当
を

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

お
弁
当
は
、
お
か
ず
の
み
、

セ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
か
を
選
べ
ま

す
。
お
か
ず
は
刻
み
食
区
、
ご

は
ん
は
お
粥
巴
も
変
更
で
き
ま

す。「
お
元
気
で
す
か
?
ご
飯
は
お

い
し
<
食
べ
ら
れ
ま
す
か
」

利
用
者
さ
ん
の
顔
を
見
な
が
ら

ひ
と
り
ひ
と
り
の
安
否
確
認
も

.
行
い
ま
す
。

ひ
と
り
暮
ら
し
ゃ
高
齢
者
世

帯
の
方
が
中
山
U
Zご
利
用
い
芝

芝
い
て
お
り
、
誕
生
日
区
は
さ

さ
や
か
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。

「
幾
つ
巴
な
っ
て
も
誕
生
日
を

祝
っ
て
も
ら
う
の
は
う
れ
し
い

も
ん
芝
よ
、
あ
り
、
か
と
う
ね
」

ち
な
み
区
今
年
度
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
は
、
さ
く
ら
の
社
育
豊

様
巴
よ
る
「
の
ぞ
み
織
の

<> 

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
」
で
す
。

利
用
者
の
皆
様
の
必
を
癒
し
て

い
だ
ぢ
け
る
よ
う
に
、
必
を
込

め
芝
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
の
口
凹
で

す。
配
食
を
ご
希
望
さ
れ
る
万
は
、

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
さ
ん
か
須
坂

市
高
齢
者
福
祉
課

(
0
2
6

(
2
4
8
)
9
0
2
0
)
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
<
芝
さ
い
。

メ、、北 ¥1、川℃

1ご、、Ll:く芦 d、1

のぞみ出哉り

いろいろな色の来を組み合わせながら、

さをりとカランコというこつの機械を使って、

心をこめて織っています。

高齢



4
月
釘
日
(
火
)
巴
須
坂
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
左
。

事
業
内
容
巴
つ
い
て
は
、
左

記
の
と
お
り
決
定
を
い
定
し
ま

し
左
。ω

須
坂
力
ツ
タ
力
タ
ま
つ
り

へ
の
参
加
「
ふ
れ
あ
い
連
-
笛
協

平
成

m年
7
月
辺
日
(
土
)

ω
ふ
れ
あ
い
広
場
の
開
催

[
福
祉
祭
り
の
開
催
]

平
成
お
年
叩
月
凶
日
(
土
)

会
場
一
メ
セ
ナ
ホ
ー
ル

ω
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会

[
他
市
町
村
と
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
交
流
・
視
察
研
修
]

ω
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
市
民
活
動

-
父
流
集
会
の
開
催

[
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
巴

関
わ
る
市
民
の
皆
様
と
の
受

流
]

ω
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
等
の

後
援
と
参
加
協
力

ω
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

を
拠
点
と
し
定
連
携

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
の
提
供

ω
国
・
県
ブ
ロ
ッ
ク
の
ポ
ラ

ン
テ
イ
ア
研
究
集
会
等
へ
の

参
加

ω
古
切
手
の
収
集
、
ジ
ョ
イ

セ
フ
へ
送
付

須
坂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
は
「
共
巴
生
き
る
福
祉

の
地
域
づ
く
り
」
巴
賛
同
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
・

学
校
・
福
祉
施
設
等
で
組
織
さ

れ
、
交
流
会
や
福
祉
事
業
を
開

催
し
、
現
在
市
団
体
が
加
盟
し

て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し

て
い
る
個
人
・
団
体
の
圃
橿
1

一
緒
巴
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

皆
様
の
ご
加
入
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

右
か
ら
松
山
あ
き
子
副
会
長

小
林
正
孝
会
長

北
津
礼
子
副
会
長

須
坂
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
加
盟
国
体
名
簿

-
(
長
野
広
域
連
合
)

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
須
坂
荘

.
(
社
福
)
高
齢
者
総
合
福
祉
施
設

須
坂
や
す
ら
ぎ
の
園

・
親
子
通
園
施
設
<
れ
よ
ん

-
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

ぶ
ど
う
の
家

-
N
P
O
法
人

す
ざ
か
の
風
(
ピ
ア
ハ
ウ
ス
)

.
(
社
福
)
夢
工
房
福
祉
会

フ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
夢
工
一
居

.
(
社
福
)
事
墓
宏
一
さ
く
ら
の
杜
育
豊

.
(
社
福
)
育
護
会
須
坂
技
術
学
園

.
(
社
福
)
り
ん
ど
う
信
濃
会

須
坂
悠
生
寮

・
須
坂
市
中
央
公
民
館

(
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
)

-
障
が
い
者
サ
ボ
ト
ク
ラ
ブ
ゆ
め

.
N
P
O
法
人
宅
老
所
赤
と
ん
ぼ

-
宅
幼
老
所
わ
く
さ
ん
家

.
(
社
福
)
夢
工
房
福
祉
会

須
坂
ひ
定
ま
り
作
業
所

.
(
社
福
)
す
こ
う
福
祉
会

フ
ー
ク
ハ
ウ
ス
わ
ら
し
べ

.
社
会
福
祉
法
人

グ
リ
ー
ン
ア
ル
ム
福
祉
会

.
医
療
法
人
公
仁
会

と
ど
ろ
き
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

・
宅
幼
老
所
な
ず
な
豊
E

-
多
機
能
事
業
所
も
え
ぎ
舎

-
N
P
O
法
人

S
T
A
R
S

-
長
野
県
須
坂
高
等
学
校

.
長
野
県
須
坂
東
高
等
学
校

-
長
野
県
須
坂
創
成
高
等
学
校

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
・

J
R
C

-
須
坂
市
立
常
盤
中
学
校

-
須
坂
市
立
相
森
中
学
校

.
須
坂
市
立
墨
坂
中
学
校

.
須
坂
市
立
東
中
学
校

・
須
坂
市
立
須
坂
支
援
学
校

-
(
一
財
)
酒
翠
昌
葎
塵
暑
福
祉
盟
2

.
須
坂
市
子
を
つ
な
ぐ
育
成
会

-
須
坂
市
は
げ
み
会

(
肢
体
不
自
由
児
者
父
母
の
会
)

.
須
坂
市
精
神
障
害
者
家
族
会

と
き
わ
会

・
須
坂
市
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

「
ま
ゅ
の
会
」

わ
ら
し
べ
を
支

-
社
会
福
祉
法
人

援
す
る
会

-
須
坂
市
老
友
奉
仕
会

(
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
)

.
長
野
県
在
宅
看
護
職

信
濃
の
会
須
高
支
部

.
須
坂
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会

.
須
坂
市
保
健
補
導
員
会

.
須
坂
市
子
ど
も
会育

成
連
絡
協
議
会

-
須
坂
市
児
童
青
少
年
育
成
委
員
会

.
須
坂
市
連
合
婦
人
会

・
日
赤
須
坂
市
地
区
赤
十
{
圭
奉
仕
団

.
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
長
野
県
第
1
固

.
須
坂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

-
(
一
般
社
)
須
坂
青
年
会
議
所

.
須
坂
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

.
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

須
坂
あ
か
り
の
会

.
須
坂
手
話
サ
ー
ク
ル

・
ひ
ま
わ
り
呈
を
走
ら
せ
る

須
坂
連
絡
会

・
須
坂
市
民
協
O
B
会

-
明
老
会

・
趣
昧
の
会

・
星
の
会
グ
ル
ブ

・
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

あ
す
な
ろ

・
外
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
し
の
会

.
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

稚
児
百
合

.
信
州
須
坂
町
並
み
の
会

.
須
高
こ
ど
ち
劇
場

・
シ
ル
パ
人
材
セ
ン
タ

み
つ
ぱ
会

-
支
え
合
い
サ
ロ
ン

・
信
越
花
倶
楽
部

-
れ
ん
げ
つ
つ
じ
の
会

.
蔵
の
町
す
ざ
か
昔
を
語
る
会

-
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
必
耳
の
会

.
須
坂
工
ク
サ
サ
イ
ズ
健
康
体
操
の
会

・
す
い
せ
ん
マ
ジ
ッ
ク
サ
ク
ル

.
翠
期
会

・
須
坂
市
旭
ヶ

E
地
域
づ
く
り

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

.
キ
ラ
キ
ラ
ぱ
|
<

・
個
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

7 
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平成28年度各種義援金報告
義 援金名 金額 募集期間

東 日 本 大 震 災 30，206円 H30年 3月31日

貧R 本 地 震 〈JA〈〈， 霊Eコ宝 2，602，413円 H30年 3月31日

鳥 取 地 震 13，533円 終ゴ

糸魚川大 規模火災 6，136円 H29年 6月30日

引き続きご協力をよろしくお願いします。(期聞は延長|こなることがあります)
問い合わせ:8026 (214) 2997 

。お詫びと訂正。

平成29年 4月号 4ページ、|こ記

載しだ脳若トレー二ング!こつい

て、誤りがありましだ。

受講は 1講座1人6回(誤)

→受講は 1講座1人8回(正)

ご迷惑をお掛けしだことを深く

お詫びし、訂正させていだ芝きま

す。

+ (Daee+ 
日時

5月11日(木)

午前 9時30分""'11時00分
ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー

場 所 須坂市中央公民館

日時
5月11日(木)

午後 3時00分""'4時00分
-------------------------------------------
場所 JAながの井上支所

日時
5月17日(水)

午後 1時30分""'2時30分
-------------------------------------------
場所 須坂ハイランド町集会室

日時
6月 8日(木)

午後 1時00分""'2時00分
-------------------------------------------
場所 旭ヶE町公会堂

:あたたかなご厚志に : 
・感謝いたします。.

書き損じはがき多数

市役所支部様

45，352円

。ガールス力ウ卜日本連盟長野第一団

熊井理恵委員長様

清拭布多数

清拭布多数

タオル多数

タオル多数

受付分です・..

0ふれあい木綿の会様

0手塚とし江様

。匿名様

一3月15日""4月14日

写

[ ご意見ご要望をお寄せ下机宮(伽件~J 山(伽凶
メールアドレス cocoro@suzaka-shakyo.jp ・ホームページURLhttp: www.suzaka-shakyojp 

発
行
人
社
会
福
祉
法
人
須
坂
市
社
会
福
祉
協
議
会
長
野
県
須
坂
市
大
字
須
坂

4
7
6
1
8
0
2
6
(
2
4
5
)
1
6
1
9
F
A
X
(
2
4
6
)
0
0
5
4
印
刷
佐
藤
印
刷
株
式
会
社

0匿名様

。須商同窓会

ゆ 日常生活心の配悩ごみと・相法談律所に関する@

@圃糊な齢、蝿ごと似通裁岡蹴鞠
相談会場 相談日 相談 時 間

まいさぽ須坂
月曜日~金曜日

午前9時~午後5時
026-248-9977 (随時)

験榔闘する相談側、強輸制。
相談会場 相談日 相談 時 間

すざか女性未来館 11日(木)
午後1時"'4時

(中央公民館)1階相談室 25日(木)

※弁護士がご相談|こ応じます。お一人20分以内です。
※完全予約制電話 026-248 -9977 
⑮制調蜘 3醐、強輪銅》

相談会場 相談日 相談 時 間

人須坂市社会福祉協議会 7日(日)・21日(日) 午前9時"'12時
ノ


